
マ
イ
プ
ラ
ン
・
適
性
テ
ス
ト 

 
 
 

国 

語  

氏 
 

名
（ 

 
 

 
 

） 
 

１ 

次
の
│
│
線
の
漢
字
は
平
仮
名
に
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
て
書
け
。
送
り
仮
名
が

必
要
な
も
の
は
、
送
り
仮
名
も
書
く
こ
と
。 

(1) 

一
抹
の
寂
寥
感
を
覚
え
る
。 

 
( 

 
) 

(2) 

忌
憚
な
く
意
見
を
述
べ
る
。 

 
( 

 
) 

(3) 

嗚
咽
す
る
声
が
も
れ
る
。  

 
( 

 
) 

(4) 

窓
か
ら
快
い
風
が
入
っ
て
く
る
。 

 
( 

 
) 

(5)  

危
う
く
大
惨
事
を
免
れ
た
。 

 
( 

 
) 

(6) 

祖
父
は
キ
ッ
ス
イ
の
江
戸
っ
子
だ
。 

 
( 

 
) 

(7)  

自
慢
話
を
フ
イ
チ
ョ
ウ
し
て
ま
わ
る
。 

( 
 

) 

(8) 

前
任
者
の
方
針
を
ト
ウ
シ
ュ
ウ
す
る
。 

( 
 

) 

(9) 

ウ
ヤ
ウ
ヤ
シ
ク
頭
を
さ
げ
る
。 

 
( 

 
) 

(10) 

支
払
い
が
ト
ド
コ
オ
ル
。  

 
( 

 
) 

２ 

次
の
(1)
〜
(3)
の
最
初
に
示
さ
れ
た
二
語
は
同
義
語
か
対
義
語
の
関
係
に
あ
る
。
こ

れ
と
同
じ
関
係
を
表
す
語
を
下
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

(1) 

需
要 

│ 

供
給 

 
 

奢
侈 

│ ( 
 
 

） 

ア 

粗
末 

 

イ 

贅
沢 

 

ウ 

質
素 

 

エ 

豪
奢 

(2) 

宿
屋 

│ 

旅
館 

 

温
厚 

│ ( 
 
 

） 

ア 

温
暖 

 

イ 

厚
意 

 

ウ 

穏
便 

 

エ 

穏
和 

(3) 

安
価 

│ 

廉
価 
 

道
楽 

│ ( 
 
 

） 

ア 

趣
味 

 

イ 

趣
旨 

 

ウ 

娯
楽 

 

エ 

行
楽 

３ 

次
の
(1)
〜
(5)
の
最
初
に
示
さ
れ
た
二
語
の
関
係
を
考
え
、
こ
れ
と
同
じ
関
係
に
な

る
語
を
下
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

(1) 

チ
ー
ズ 

│ 

牛
乳 

 

豆
腐 

│ ( 
 
 

） 

ア 

納
豆 

 

イ 

大
豆 

 

ウ 

小
豆 

 

エ 

お
か
ら 

(2) 

大
根 

│ 

野
菜 

 

イ
モ
リ 

│ ( 
 
 
)  

ア 

魚
類 

 

イ 

両
生
類 

 

ウ 

は
虫
類 

 

エ 

鳥
類 

(3) 

医
者 

│
│ 

不
養
生 

 

紺
屋 

│ ( 
 
 

） 

ア 

明
後
日 

 

イ 

着
物 

 

ウ 

染
め
物 

 

エ 

白
袴 

(4) 

暖
簾 

│ 

腕
押
し 

 

柳 

│
（ 

 
 

） 

ア 

雪
折
れ 

 

イ 

泥
鰌 

 

ウ 

風 
 

エ 

腰 

(5) 

ホ
テ
ル 

│ 

宿
泊 

 

鉛
筆 

│
（ 

 
 

） 

ア 

文
房
具 

 

イ 

作
文 

 

ウ 

筆
記 

 

エ 

習
字 

 

４ 

次
の
(1)
〜
(6)
の
う
ち
、
│
│
線
の
言
葉
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
文
を
す
べ
て
選

び
、
数
字
で
答
え
よ
。 

(1) 

六
日
の
菖
蒲
、
十
日
の
菊
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
電
車
が
や
っ

て
き
た
。 

(2) 

こ
の
よ
う
な
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
は
決
し
て
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。 

(3) 

こ
の
辺
り
は
春
秋
に
富
む
景
色
が
広
が
り
、と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

(4) 

母
に
、
友
達
と
二
人
で
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
許
可
を
得
よ
う
と
し
た
が
、
と
り
つ
く

島
も
な
か
っ
た
。 

(5) 

彼
は
気
の
置
け
な
い
人
だ
か
ら
、
あ
ま
り
う
か
つ
な
こ
と
は
言
う
な
。 

(6) 
枯
れ
木
も
山
の
賑
わ
い
と
申
し
ま
す
か
ら
、パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
先
生
に
も
是
非
参

加
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

(  
 

 
)  



５ 

次
の
│
│
線
の
片
仮
名
を
漢
字
に
直
し
て
書
け
。 

(1) 

交
通
キ
セ
イ
を
行
う
。 

 
 

( 
 

) 
(2) 
違
法
電
波
を
キ
セ
イ
す
る
。 

 
( 

 
) 

(3) 

キ
セ
イ
服
を
買
う
。 

 
 

( 
 

) 

(4) 

キ
セ
イ
概
念
を
打
ち
破
る
。 

 
( 

 
) 

(5) 

基
本
的
人
権
を
ホ
シ
ョ
ウ
す
る
。 

 
( 

 
) 

(6) 

遺
族
に
損
害
を
ホ
シ
ョ
ウ
す
る
。 

 
( 

 
) 

(7) 

彼
の
身
元
を
ホ
シ
ョ
ウ
す
る
。 

 
( 

 
) 

(8) 

危
険
を
オ
カ
す
。 

 
 

( 
 

) 

(9) 

過
ち
を
オ
カ
す
。 

 
 

( 
 

) 

(10) 

国
境
を
オ
カ
す
。 

 
 

( 
 

) 

(11) 

多
く
の
評
論
家
が
ス
ス
め
る
映
画
を
見
た
。 

( 
 

) 

(12) 

祖
母
に
転
地
療
養
を
ス
ス
め
た
。 

 
( 

 
) 

６ 

次
の
(1)
〜
(4)
の
文
に
は
誤
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
敬
語
が
あ
る
。
そ
れ
に
│
│
線
を

引
き
、
右
横
に
正
し
く
書
き
直
せ
。 

(1) 

先
生
の
申
さ
れ
る
意
見
に
賛
成
で
す
。 

(2) 

父
は
あ
と
か
ら
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
お
先
に
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。 

(3) 

お
客
様
が
庭
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
い
そ
う
で
す
。 

(4) 

母
が
先
生
に
お
伝
え
す
る
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

７ 

次
の
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
よ
。 

 

「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」と
い
う
も
の
│
│
多
く
の
雑
誌
に
現
わ
れ
る
論
文
や
記
事
の
定
期

的
な
抄
録
は
、
事
柄
に
よ
っ
て
は
た
い
へ
ん
役
に
立
ち
、
事
柄
に
よ
っ
て
は
た
だ
ま
ち

が
い
の
も
と
で
あ
り
、
読
み
方
に
よ
っ
て
は
①
こ
の
う
え
も
な
く
②
便
利
な
も
の
で
、
読

み
方
に
よ
っ
て
は
読
む
人
を
浅
薄
に
す
る
以
外
に
な
ん
の
効
用
も
な
い
。
抄
録
雑
誌
の

類
た
ぐ
い

は
、
③
そ
れ
が
社
会
生
活
、
こ
と
に
政
治
に
か
ら
ん
で
の
社
会
問
題
を
多
く
扱
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
人
を
誤
ら
せ
る
危
険
の
④
大
き
い
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
事
柄

に
つ
い
て
は
、
人
に
よ
っ
て
意
見
の
違
う
の
が
当
然
で
す
。
ま
た
こ
と
に
、
国
内
的
な

規
模
で
も
、
国
際
的
な
規
模
で
も
、
二
つ
の
勢
力
が
争
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
特
定
の

編
集
者
に
、
い
わ
ゆ
る
客
観
的
で
公
平
な
立
場
を
、
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

(1) 

│
│
線
①
〜
④
の
品
詞
名
と
活
用
形
を
答
え
よ
。
た
だ
し
、
活
用
し
な
い
語
句
は

×
と
答
え
る
こ
と
。 

①
（ 

 
 
 
 
 

・ 
 
 
 

） 
 

②
（ 

 
 
 
 
 

・ 
 
 
 

） 

③
（ 

 
 
 
 
 

・ 
 
 
 

） 
 

④
（ 

 
 
 
 
 

・ 
 
 
 

） 

(2) 
 
 

線「
な
い
」と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
次
か
ら
選
び
、記
号
で
答
え
よ
。 

 

ア 

答
え
が
わ
か
ら
な
い
。 

 
 

イ 

今
日
は
宿
題
が
な
い
。 

 

ウ 

こ
の
本
は
面
白
く
な
い
。 

 

エ 

彼
は
言
葉
数
が
少
な
い
。 

 
( 
 
 
) 

 

８ 

次
の
各
問
い
に
答
え
よ
。 

(1) 

次
の
説
明
に
あ
た
る
文
学
作
品
を
あ
と
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
よ
。 

① 

男
性
が
仮
名
で
書
い
た
最
初
の
文
学
作
品
。
国
司
の
任
を
終
え
た
京
ま
で
の
船

旅
を
、
女
性
が
記
し
た
形
を
と
る
。 

② 

宮
廷
生
活
で
の
で
き
ご
と
や
、
自
然
界
の
四
季
折
々
の
様
子
を
女
性
ら
し
い
完

成
で
文
章
に
ま
と
め
た
。 

 
 

ア 

徒
然
草 

 

イ 

枕
草
子 

 

ウ 

源
氏
物
語 

 

エ 

土
佐
日
記 

 

①
（ 

 
 

） 
 

②
（ 

 
 

） 
(2) 
次
の
書
き
下
し
文
を
参
考
に
し
て
、
返
り
点
を
つ
け
よ
。 

 
・
青
は
之
を
藍
よ
り
取
り
て
、
藍
よ
り
も
青
し
。 

 
 
 

青
ハ 

 
 

取
リ
テ

 
 

之
ヲ 

 
 

於 

藍
、ヨ

リ

而 

青
シ 

 
 

於 

藍
。

ヨ
リ
モ 



【
課
題
】
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
高
校
入
試
に
よ
く
出
題
さ
れ
る
よ
う
な
読
解
問
題
を
２

つ
つ
く
り
、
問
題
と
解
答
を
下
段
に
書
い
て
下
さ
い
。 

【
注
意
】
１
．
本
文
に
線
を
引
い
た
り
、
虫
食
い
に
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

２
．
正
解
が
１
つ
に
決
ま
る
よ
う
な
問
題
に
し
て
下
さ
い
。 

３
．
漢
字
、
文
法
の
問
題
は
つ
く
ら
な
い
で
下
さ
い
。 

  

障
子
で
は
、
一
箇
所
破
れ
た
と
い
っ
て
も
全
部
取
り
替
え
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
破
れ
た
桝
の
一
五
セ
ン
チ
角
ぐ
ら
い
の
紙
全
体
を
切
り
取
っ
て
そ
こ
に

新
し
い
紙
を
は
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
さ
え
、
初
め
は
し
な
い
。
ま
ず
は
、
破
れ
た
所
を

元
に
戻
し
、
破
れ
目
に
、
紙
を
紅
葉
の
葉
に
か
た
ど
っ
て
は
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
す

る
。
す
る
と
、
そ
の
障
子
は
、
修
理
す
る
以
前
よ
り
も
美
し
く
な
る
。
た
い
て
い
の
も
の

は
壊
れ
る
前
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
壊
れ
て
三
〇
、
直
し
て
八
〇
が
い
い
と
こ
ろ
だ
が
、
障

子
は
破
れ
る
前
が
一
〇
〇
で
、
直
せ
ば
一
三
〇
に
も
な
る
。
壊
れ
て
修
理
し
た
ほ
う
が
よ

り
美
し
く
な
る
。
パ
リ
か
ら
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
来
て
、
日
本
の
建
築
を
あ
ち
こ
ち
見

て
歩
い
た
と
き
、
破
れ
た
障
子
に
、
紅
葉
や
桜
が
は
っ
て
あ
る
の
に
、
い
た
く
感
じ
入
っ

て
、
そ
れ
ば
か
り
カ
メ
ラ
に
収
め
て
帰
っ
た
と
い
う
。 

 

今
日
、
機
械
は
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
、
壊
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
素
人
が
手
を
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
専
門
家
に
し
か
直
せ
な
い
も
の
ほ
ど
、
進
歩
的
で
価
値
あ
る
も
の
と
思
い

が
ぢ
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
考
え
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
。
だ
が
、
素
人
に
す
ぐ
直

せ
る
よ
う
な
も
の
を
軽
く
見
る
よ
う
に
な
る
と
間
違
っ
て
く
る
。 

 

も
の
を
直
す
と
い
う
こ
と
は
人
間
に
と
っ
て
非
常
に
だ
い
じ
な
こ
と
で
あ
り
、
道
具
と

い
う
も
の
に
ほ
ん
と
う
の
愛
情
を
感
じ
る
源
で
も
あ
る
。
修
理
は
機
械
と
人
間
と
が
一
体

と
な
る
こ
と
な
の
だ
。 

 


